徳利 を 摑んで ゴク/ ^と ラッパ 飲み をしながら、 閻魔 

の 形相であった。 皆な 逃げて しまって、 太く 物凄い 九 

郎の 喚声ば かりが 陰々 と 響き渡って ゐた。 私 は 薄暗い 

酒場へ ぬつ と 入って 行った が、 あたりが もう 暗 過ぎる 

ため か、 それとも 酒の ために 九 郎の眼 は 眩んで ゐ るの 

か、 彼 は 私に 気づかぬ やうであった。 そして 切りに 怒 

鳴りつ けて は、 盃 など を 天井に 投げつ けたり して ゐ た。 

「乱暴 をす るな ご と 私 はいった。 

「何 だ 手前 は —— 何処から 来た 案山子 野郎 だい、 蓑な 

んぞ着 やが つて —— 擲り つけられぬ うちに 妙 公 を 伴れ 

て 来い ご 



r 擲リ たければ 擲 つて 見ろ、 大 馬鹿野郎 奴」 と 私 も 怒 

鳴リ 返した。 

「ようし！」 

もろ +6i こ 

九 郎は双 肌 を 脱いで 立ち あがり、 ぺッと 頑固な 拳骨 

に 息 を 吐き かけた かと 思 ふと、 バ ットを 振る やうな 身 

構へ で、 いきなり グ ワンと 私の 脳天に 物凄い 横 擲リを 

喰 はせ た。 それと 同時に、 

「キヤ ッ！」 と 叫んだ の は九郎 であった。 私 は 五六 歩 

ヒ ヨロく とよろ めいた が、 た、 V 風に 吹かれた 通りで 

あった。 

「こいつ 石頭 だな。 ようし、 そんなら、 これ だ …… 」 



九郎 はま だ 私の 装束に 気づかず、 傍 の 酒 徳利 をつ 

かむ と 同時に、 いきなり 私の 頭をポ カリと 叩いた。 I 

I 音 だけ は 聞え たが、 私 は 徳利が 頭に 触れた の も 感じ 

なかった。 —— それよりも 私 は、 田甫 をよ 切って 相当 

の 道程 を 駆けつけて 来た 後の 甲胄の 重味が 身に 応 へて 

フラ くと して 来たと ころで、 また 九郎が 別の 徳利 を 

振リ 揚げた から 少しで も 居酒屋の 被害 を 軽く してやら 

うとい ふ ほどの 心 遣 ひで 彼の 腕 をお さ へ ようとす ると. 

手 もとが 狂って 鉄の 手 甲 をつ けた 私の 拳が 厭つ とい ふ 

ほど 九郎の 鼻柱に 突き 当った。 

「アツ 危ない ッ！」 



と 私 は 思 はず 自分から 叫んだ が、 もう その 時、 泥酔 

の あま リ大 活躍 をして 既に 大分 息苦し 気であった 九郎 

はゥ ー ッと 唸った ま、 静かに 無 何 有の 境の 人であった。 

「九郎 が 眼を醒 して、 貴方であった かとい ふこと が 解 

ると 後が 怖ろ しいから ：•：• 」 とお 妙に なだめられて、 

私 は 引き あげた。 

翌晩から 九 郎の姿 は 決して この 店に 現 はれなかった。 

—— そして 九郎 は、 隣村の 居酒屋に 現 はれて、 青い 顔 

で、 R 村 (私達の —— ) で 俺 は 烏天狗と 闘った！ な 

どと いふ 話 を 吹聴して ゐ ると いふ 噂 を 私 は 聞いた。 

鎧の 中に 私が 入って ゐ たこと は 永久に 九郎に 告げる 



者 は ある はず はない。 九郎 は、 何時まで 天狗の 幻に 怯 

かされる こと だら う —— と 思 ふと、 私 は 幾分 気の毒な 

思 ひに 打 たれ、 また 私自身 も 不意 と 奇怪な 夢に 誘 はれ 

て 不気味に なったり したが、 かとい うて 九郎に 真実 を 

打ち明けよう とする ほどの 決心 も 起らなかった。 

九郎が 姿を消し て 以来お 妙の 酒場 は 夜) J とに 繁昌し 

た。 —— そのうちに R 村に もこん な 噂が ひろまった… 

…あそこの 家の 具足 は、 夜になる とひ とりでに 動き 出 

して、 村 を 彼方此方と 散歩 をす る！ (それ は、 臆病な 

私が、 何時 あれ を 見破って 復謦に 来る かも 計り 知られ 

ぬ 九郎の 為の 秘かな 備 へであった ので あるが。) —— 



それ も、 たった 一夜、 止む を 得ぬ 用達の ために 外出し 

た 時に、 鎮守の森 口の 道 だけ を その 姿で 通った、 V けで 

ある。 

或 日お 妙の 父親が 私の 家に 写真師な ど を 引き 伴れ て 

訪れ、 あの 一 組の 甲胄 を 人間が 着て ゐる 通りの 恰好に 

組み立て、 恭々 しく 撮影して ゐる ところ を 私 は 垣間見 

た。 
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